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無吸盤亜目ヒラムシ類におけるフグ毒の分類学的分布 

 

研究成果のポイント 

・三浦半島葉山沿岸で採取した無吸盤亜目ヒラムシ類におけるフグ毒の保有状況を調べた。 

・フグ毒を保有しているのは、ツノヒラムシ属の特定のグループのみであった。 

 

研究成果の概要 

（背景）オオツノヒラムシやツノヒラムシなどのツノヒラムシ属（Planocera 属）は、フグ

毒として知られる強力な神経毒テトロドトキシン（TTX）を保有することが知られていま

す。このヒラムシ類は、多量の TTXを保有するフグ類に TTXを供給する主要な生物の一群

であることが、我々の研究室の研究で明らかになりつつあります。一方で、ヒラムシ類につ

いては研究例が少なく、分類や生態を含め不明な点が多く残されています。これまでも我々

の研究室では、TTX を保有するヒラムシ類とその系統関係に関する研究に取り組んできま

した。 

（研究成果）神奈川県葉山沿岸部で定期的に試料採取を行って採取した種々の無吸盤亜目

のヒラムシ類について（図 1）、核ゲノムにコードされる 28S rRNA遺伝子やミトコンドリア

ゲノムにコードされる COI遺伝子の塩基配列を決定し、系統解析を実施しました。同時に、

LC-MS/MS 分析により TTX の保有の有無についても調べ、ヒラムシ類の系統との関係を調

べました。その結果、ツノヒラムシ属のオオツノヒラムシとツノヒラムシでのみ TTX が検

出され、同じツノヒラムシ属のオキヒラムシ様の個体からは TTXは検出されませんでした。

これまで我々の研究室および海外の研究グループが報告している TTX を保有するヒラムシ

類のデータも合わせて系統関係を調べると、TTX を保有するグループは、ツノヒラムシ属

の特定の系統に集約されており（図 2）、これらのヒラムシ類が TTXの保有に必要な遺伝子

群を保有していることが示唆されます。今後、このグループに共通する遺伝子群がどのよう

なものであるかを明らかにし、未だ解明されていない TTX の生合成系を明らかにしていき

たいと考えています。 
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